














「楽 しい」と感 じ,夢 中になれる。 そのこと
がとても大事だ。幼い子どもは,身体全体で





























みに通 じる。 これは 「手描き」「手作 り」の
表現そのものである。造形表現を学ぶ学生に


















10数年前,ク リエ イターた ちはデ ジタル と い う道具を手に入れた。 トライ&エ ラーを容
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易 な もの と し,自 分 の意 図 だけを反 映 した
「清潔な表現」,新 しい表現が次 々と生 まれた。
が,今 日,デ ジタル成熟期 に入 り,既 にそこ
には新鮮 さはない。 デジタル慣れ した我 々に
とって,そ の多 くは新鮮 さとは縁遠 い 「デジ
タル臭 さ」 を感 じるばか りである。厳密 に1
ピクセル に至 るまで意図 しない ものを排除 し
た 「清潔な表現」が 「デ ジタル臭 さ」の由縁
である。 また,自 由な発想 を放棄 しバ リエー
ションの範疇か らのセ レクションを,創 造 と
呼び違えて いるケース も散見 され る。
元来,人 は人 らしさを本能的 に求めている
ように思 われ る。ハ ン ドドローイ ングが もた
らす 「ニ ュア ンス」 は,「人 らしさ」 を醸 し

















1993年,開学 と同時に コンピュータを使 っ
た造形教育 を取 り入 れた。 シンボルマー クや
イラス トレー シ ョン,ポ スターなど,可 能な
限 りの課題 を させてみた。何 しろ珍 しい作業
なので喜んで挑戦す る学生 も多か った。 しか
しフロッピーデ ィスクに保存で きるデータの
取 り扱 いが精一杯 で不十分な表現のまま我慢
しなければな らなか った。
その ころ一本 の線す らまっす ぐに引けない
学生 がいて,そ れがパ ソコンにえ らく熱心で,
きち っとした作業がで きる事を非常 に喜 んで
いた。 しか しそ の学生 は3年 にな った時,僕
は これか ら一年間パ ソコンは さわ らないと宣













らないと,近年つ くづ く感 じている。
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